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めざす学校像 
誰もが「ありのまま」でいられる、 

安心できる学校 

得意なことだけでなく、苦手や悩みも安心して打ち

明けられる雰囲気をつくる。 

忙しい日常の中でも、登校すればいつでも心がホッ

と落ち着く場所を目指す。 

仲間や教職員が、互いの存在を認め合い、笑顔で温

かく迎え入れる文化を育む。 

多様な出会いと体験から、本物を学べる学校 

国籍や年齢を超えた仲間、地域の人々との交流か

ら、広い視野と感性を養う。 

学力・体力だけでなく、コミュニケーション力や社会

会性を取得し、これからの人生が豊かになるように拓

いていく。 

失敗を恐れず、すべての経験を次へのヒントとして

捉える「学びの芽」を育てる。 

新しい自分に出会い、未来を切り拓ける学校 

大好きなことに全力で取り組み、興味関心を高め、

将来の夢に向かって努力し続ける。 

協働活動を通じて自信を取り戻し、仲間と共に努力

する喜びを真っ直ぐに実感する。 

自分自身の可能性を信じて「生きてて、よかった」と

思える瞬間で満たされる人生を過ごしていく。 

めざす生徒像 
学ぶ喜びを力に変える生徒 

夜間中学校で学ぶことの意義を自覚し、自らの意志

で考え、歩みを進め続ける。 

失敗を「学びの過程」と捉え、新しいことや興味のあ

る分野に積極的に飛び込んでいく。 

学びを通じて視野を広げ、自分の人生をより豊かで

彩りあるものにしていく。 

多様性を認め、共に歩む生徒 

互いの歩んできた道を尊重し、安心して自分を表現

できる場を共に作っていく。 

これからの時代が求める倫理観や価値観を学び、柔

軟な考えを持つことの大切さを実感する。 

相手の背景に寄り添い、認め、支え合う心を持つ。 

心身の健康を大切にする生徒 

学びの土台となる心と体の健康を、自分自身で、そ

して仲間と共に守る。 

「自分の命は自分で守る」という意識を持ち、安全や

防災に対する感度を高める。 

自分自身の体を労わり、同時に他者の健康や安全に

も配慮する。 

余裕がない時こそ、温かい言葉を掛け合い、心がほ

っとする瞬間を大切にする。 

めざす教職員像 
生徒と共に歩み「わかる・できる」を支える 

生徒の学びの権利を保障し、学ぶ喜びを実感できる

授業を追求する。 

コース別の学習内容を深く研究し、一人ひとりの進

度や習熟度に合わせた定着を目指す。 

「わかる楽しさ」と「できる喜び」を味わえる、創意工

夫に満ちた授業づくりに情熱を注ぐ。 

生徒をまんなかに、自らも成長する 

常に生徒の視点に立ち、教職員自身も一人の学習者

として学び続ける。 

「生徒とともに学び、成長していく」という謙虚な姿

勢で日々の教育活動に臨む。 

生徒をまんなかに考え、互いを認め合う「支持的風

土」を醸成し、全員が参加できる学びの場をつくる。 

温かな言葉と充実した職場環境 

生徒にとっても教職員にとっても、安心できる「居場

所」としての学校にする。 

誰もが何でも相談できる、風通しの良い温かな職員

環境を整える。 

ワークとライフの充実を図り、時間を有効に活用す

ることで、心にゆとりを持って教育活動 

に専念できる職場をつくる。 

すべての人が、学ぶ喜びを感じ、一人一人のwell-being が高まる学校 

 


